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損保総研では本科講座修了者に対して 

機関誌「損害保険研究」を無償で提供！！ 

 
 損保総研では、本科講座修了者に対して機関紙「損害保険研究」を１年間、無償で提供

することとしました。 
 本科講座は、損害保険の基本的かつ体系的な知識の習得を目的とした講座で、受講者は

保険総論、保険契約法やリスクマネジメント等の 13 科目を約 1 年間にわたって学習しま

す。今回の無償提供の対象者は、業務多忙な中、地道に学習・試験やレポート作成等に取

り組むことにより損害保険に関する幅広い基礎知識を習得し、学習の重要性を十分に理解

した方々です。 
しかし、習得した知識をより有効に活かすことができるか否かは修了後の継続学習の有

無にかかっていると言っても過言ではありません。損保総研では、専門的な知識の習得を

目指した研究科講座や損害保険を取り巻く重要テーマを解説する特別講座、各種通信講座

等を開催し、継続した“学びの場”を提供していますが、全国に配属されている本科講座

修了者の皆さん全てがこれら講座を受講することは事実上不可能です。 
 そこで、四半期ごとに年 4 回発行する「損害保険研究」を無償で提供し、学習継続の動

機づけにしていただくこととしたものです。「損害保険研究」には学者・研究者や実務家に

よる損害保険とその関連分野に関する研究・調査の論文が多数発表されますので、これら

を読むことにより、着実に自らの知識の向上を図ることができます。掲載している論文す

べてに目を通すことは必ずしも必要ありません。関心のあるテーマについてのみ熟読する

だけでも、実力は大いに向上します。 

特に、2011 年度は施行後 1年を経過した保険法の実務上および理論上の諸問題を解

明するため、実務家の執筆による“保険法施行後の損保実務の問題点”（4 論文）を 5

月号に、第一線の学者執筆による“保険法施行後の理論上の諸問題”（7論文）を 8月

号と 11 月号に掲載しますので、実務家にとって大いに役立つものと考えます。また、

第一線の学者・弁護士等による損害保険判例研究会（損保総研主催）の研究成果も毎号掲

載していますので、職場の学習会等でも有効に活用することができます。 
 

 「人材育成が企業発展の最大の必要条件」であることに異を唱える人はいないはずです

が、損保業界では日々の業務が多忙なことから、“学ぶ気風”が徐々に弱まっているように
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感じられます。本科講座を修了した多くの若手社員が引き続き学習を深め、理論と実務の

調和の取れた社員として成長していくことは、お客様の損保業界に対する信頼をよりいっ

そう高めることにつながります。そして、損保業界の健全な発展に大いに貢献するものと

確信いたします。 
 
損保総研では、本科講座の修了は“学びの終了”ではなく“学びのスタート”であると

位置づけています。多数の本科講座修了者の皆さんが「損害保険研究」を活用し、今後の

“学びの継続”に是非役立てていただきたいと考えています。 
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